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令和６年度第２１回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：令和７年１月２８日 

                    担当部・課：産業部観光政策課〔内線３５３２〕 

牡鹿総合支所地域振興課〔内線２５２〕 

① 件  名 

金華山航路定期運航支援事業費補助金の創設について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」に「金華山道」及び「金華山詣」が追加認定され、近年、金華

山への観光客数は増加傾向にある一方で、鮎川港と金華山との間を運航する定期船については、東

日本大震災後、地元の２事業者で構成する金華山航路事業協同組合が４月から１１月の土曜日、日

曜日及び祝日のみ定期運航しており、定期船の運航日以外は同組合を構成する２事業者がそれぞれ

小型の海上タクシーを運航している。 

しかし、小型の海上タクシーは５人以上での利用であり、乗り合いでの人数が５人に満たない場

合は貸し切り運航となることから、費用負担が大きく少人数での渡島を諦める観光客もいる状況で

ある。 

 

【目的】 

金華山への定期船の運航日数を増やし、安定的な運航を確保することで、観光客の利便性向上と

観光地としてのイメージアップに繋げるほか、これまでの金華山観光に加え、日本遺産としての文

化、歴史を継承するとともに、本市の観光資源である金華山の認知度を向上させ、更なる観光客数

の増加を図るもの。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 第４章 多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち 

  第４節 地域資源を活かした観光事業の振興 

   １ 地域資源を活用した観光誘客を推進する 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和６年 ４月  関係団体と調整 

    ～１２月 

    １０月  総合計画実施計画裁定（令和７年度～令和９年度） 

令和７年 １月  令和７年度当初予算裁定 

⑤ 主な内容 

 市内事業者が、金華山航路事業協同組合への委託により定期船を運航する場合、以下のとおり支

援する。 

 

１ 補助対象経費  ４月から１１月の期間のうち、金華山航路事業協同組合が定期船を運航して

いない日における、増便分に係る運航委託料と利用者から徴収した運賃に生じた

差額 

２ 補助金の額   補助対象経費の２分の１に相当する額 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

観光客の更なる増加や観光事業者の参入の増加が見込まれる。 

 

【市財政への負担】（令和７年度当初予算額） 

  ５００千円 

  算定根拠：４月から１１月までの金曜日及び月曜日において１日１便の運航を想定して算出 

・金華山航路事業協同組合からの定期船の運航委託料：６３，０００円/１便 

・利用料金：大人往復２，５００円（片道１，２５０円） 

※身障者・介護者、小人についてはそれぞれ半額（未就学児は無料） 

・金曜日利用見込み人数：２０人、月曜日利用見込み人数：１７人 

 ※定期船定員：７０人 

・令和７年度増便予定本数 金曜日：３４便 月曜日：２７便（計６２便） 

・補助金額：（６，５００円×３４便）+（１０，２５０円×２７便） 

＝４９７，７５０円≒５００，０００円 

 

   （１便あたりの補助金）※運航曜日については想定 

曜日 運航委託料 利用見込み 収入見込み 収支見込み 市補助 

金曜日 63,000 円 20 人 50,000 円 ▲13,000 円 6,500 円 

月曜日 63,000 円 17 人 42,500 円 ▲20,500 円 10,250 円 

 

  （財源）がんばる石巻応援基金 

 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

  

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和７年２月  市議会第１回定例会に関係予算案について提案 

３月  金華山航路定期運航支援事業費補助金交付要綱制定 

        （施行予定年月日：令和７年４月１日） 

    ４月  事業開始（周知、申請受付） 

⑨ その他 

 

 


